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学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

を
目
指
し
、
平
成
16
年
度
の
「
地
方
教

育
行
政
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
よ
り
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）
）

が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
学
校
と
地
域
が

目
標
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
子
供

た
ち
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、
健
や
か
で

豊
か
な
成
長
が
期
待
で
き
、
一
体
的
な

活
動
が
保
護
者
の
認
識
を
深
め
、
地
域

と
の
絆
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
も
期
待

で
き
る
。
Ｃ
Ｓ
は
、
学
校
改
善
や
地
域

活
性
化
に
期
待
で
き
る
半
面
、
運
用
方

針
を
誤
れ
ば
、
教
職
員
の
負
担
に
な
る

懸
念
が
あ
る
。
本
町
で
は
、
来
年
度
か

ら
導
入
す
る
予
定
だ
が
、
地
域
事
情
を

踏
ま
え
た
取
組
と
町
の
考
え
に
つ
い

て
、
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
学
校
現
場
の
意
見
の
反
映
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

(2)
Ｃ
Ｓ
の
委
員
構
成
、
選
定
方
法
は
。

ま
た
、
合
同
エ
リ
ア
に
向
け
た
課
題
は
。

(3)
Ｃ
Ｓ
の
運
用
に
当
た
り
、
保
護
者
・

地
域
住
民
に
対
す
る
説
明
と
理
解
・
周

知
方
法
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
Ｃ
Ｓ
）
は
、
合
議
制
の
会
議
体
と
し

て
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学
校

を
指
す
も
の
で
、
校
長
が
作
成
す
る
学

校
運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
、
学
校
運

営
や
教
職
員
任
用
な
ど
、
教
育
委
員
会

ま
た
は
校
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。
義
務
教
育
９
年
間
の
学
び
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、
中
学
校
区
の
複
数
の
学
校
が
連
携

し
た
教
育
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

は
重
要
で
、
小
中
一
貫
教
育
と
Ｃ
Ｓ
を

有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
町

の
小
中
一
貫
教
育
推
進
構
想
の
柱
の
一

つ
と
し
て
、
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
教
育
の
創
造
」を
掲
げ
、

そ
の
手
法
を
Ｃ
Ｓ
と
位
置
付
け
て
い

る
。
本
町
で
は
、
法
で
定
め
る
学
校
運

営
協
議
会
に
近
い
組
織
と
し
て
、
平
成

16
年
度
か
ら
各
小
中
学
校
に
協
議
会
を

設
置
し
、
保
護
者
や
地
域
の
代
表
者
等

か
ら
意
見
を
伺
い
学
校
経
営
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
こ
の
協

議
会
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
法
に
基
づ
く

学
校
運
営
協
議
会
に
位
置
付
け
、
Ｃ
Ｓ

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
33
年
度
の
各
小

中
一
貫
エ
リ
ア
で
の
設
置
に
向
け
て
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
と
し
て
、

効
果
的
な
教
育
活
動
が
創
造
さ
れ
る
よ

う
、
一
層
の
目
標
共
有
や
地
域
の
教
育

力
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

(1)
校
長
会
議
を
は
じ
め
、
教
頭
会
議
、

中
学
校
長
や
小
中
学
校
教
諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
役
員
で
構
成
す
る
小
中
一
貫
教

育
等
推
進
会
議
に
お
い
て
、
導
入
の
意

義
や
目
的
等
を
説
明
し
、
意
見
等
を
伺

っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
よ

う
、
機
会
を
通
し
て
学
校
現
場
の
意
見

を
聞
き
、
学
校
現
場
に
と
っ
て
よ
り
良

い
仕
組
み
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

(2)
各
小
中
学
校
長
の
意
見
や
実
情
を
踏

ま
え
、
委
員
構
成
や
選
定
方
法
を
考
え

た
い
。
課
題
は
、学
校
と
地
域
の
連
携
・

協
働
の
関
係
づ
く
り
の
構
築
、
地
域
や

保
護
者
の
願
い
を
教
育
活
動
に
生
か
す

た
め
の
反
映
方
法
、
学
校
・
地
域
・
保

護
者
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
な
ど
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

(3)
各
学
校
で
は
、
学
校
だ
よ
り
等
を
通

し
て
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
周
知

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
を

講
師
と
し
て
招
き
、
講
演
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｓ

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
機
会

を
通
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
町
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、

周
知
に
努
め
る
。

こ
の
間
、
Ｃ
Ｓ
を
導
入
し
た

多
く
の
自
治
体
を
見
て
き
た
。
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
誰

も
が
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
た
と

こ
ろ
で
は
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
に
は
多
く
の
方
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
単
な
る
学
校
へ
の
支
援
で
は
な

く
「
人
づ
く
り
」
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

視
点
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

先
進
事
例
を
参
考
に
、
地
域
に
密
着

し
、
地
域
と
の
深
い
連
携
の
も
と
、
ま

ち
づ
く
り
に
も
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う

な
取
組
を
進
め
た
い
。

答問
小
中
一
貫
教
育
と
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）

の
導
入
目
的
は

問

再

質

問

答

教
育
長
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